












































病原細菌の侵入に対する切傷部位組織の阻止作用� 

(A ) 1!ifi似部位に抜優したもので， 病原細菌の組 	 (D)切傷後� 2日!日lを経過せ しめた部位に燦組し
織内侵入は全く穏められない。	 たもので.j愈傷組織の発達は多少みられるが，な

お病原細菌の侵入は認められる。
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切傷部位における癒傷組織の発達 

(A-)無傷 mlt立 (D )切i!!i後 2日閣を経過せしめた;'jil位 

( B )υJ似 II'Ú~の iH灯、主 ( E )ν~í務後 4 日間を経過せしめたmH立 

(C )切傷後 1r.間を経過せしめた fii5ヘ〉ー (F )切傷後 7日間を経過せしめた部{立




